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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、5つのサブユニットからなるDNAポリメラーゼ補助タンパク質である複製因子Cの大サブユニットをコードします。複製因子Cは、真核生物のDNA複製および修復に必要なDNA依存性ATPaseです。大サブユニットはDNAポリメラーゼの活性化因子として作用し、プライマーの3'末端に結合して両鎖の協調合成を促進します。また、テロメアの安定性にも関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが知られています。[RefSeq提供、2011年3月]、機能：PCNAのC末端と相互作用します。 5'リン酸残基は、N末端DNA結合ドメインが二本鎖DNAに結合するために必要であり、複製および／または修復中のプライマーテンプレート以外のDNA構造の認識に関与していることを示唆している。,機能：DNAポリメラーゼδおよびεによるプライミングされたDNAテンプレートの伸長には、補助タンパク質PCNAおよびアクチベーター1の作用が必要である。このサブユニットはプライマー-テンプレート接合部に結合し、PO-B転写エレメントおよびその他のGAリッチDNA配列に結合する。DNA転写制御、ならびにDNA複製および／または修復に関与する可能性がある。一本鎖または二本鎖DNAに結合できる。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：アクチベーター1の大型サブユニットファミリーに属する。,類似性：1つのBRCTドメインを含む。,サブユニット：RFC2、RFC3、RFC4、RFC5のヘテロ四量体で、RFC1またはRAD17と複合体を形成できる。前者はATP存在下でPCNAと相互作用するが、後者はATPase活性を有するもののPCNAによって刺激されない。,組織特異性：広範な組織に分布する。胎盤組織では検出されない。,
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	RFC1 ポリクローナル抗体を使用したマウス肝臓、マウス腎臓細胞のウエスタン ブロット分析。二次抗体は 1:20000 に希釈されました。

